＜講演概要＞

講演（１）

講師：大阪市立大学大学院理学研究科教授・橋本秀樹

タイトル：「植物が創った太陽電池：光合成系の分子構築，機能，およびコヒーレント制御」

概要：光合成系は生命が38億年もの歳月をかけ，自然選択と言う圧力のもとで様々な試行錯誤を繰り返した結果創成された，地球上における最高の光エネルギー変換機関です．実際に光合成反応では，捕らえた光エネルギーを用いて太陽光発電を行っており，その意味から，光合成系は自然が創造した太陽電池であると考えることができます．光合成反応の機能発現には，蛋白質と言う反応場の中でクロロフィル（葉緑素）やカロテノイド（カロチン色素）と言った，特定の環構造および共役鎖長を有した共役ポリエン化合物（光合成色素）が空間的に規則正しく配列した，いわゆる超分子複合体が関係しています．生体による光操作技術と言う観点から眺めた場合、この色素蛋白質超分子複合体は生命維持の目的のために最適化されたバイオナノデバイスと呼ぶことが提案されます．今回の講演では，光合成光アンテナ捕集系および光反応中心複合体の分子構築と機能，さらには人為的に色素構造を改変し蛋白系に再構築した人工の色素蛋白超分子複合体の創成とその単結晶X線構造解析について，講演者の研究成果も交えながら話題提供したいと思います．１０フェムト秒を切る超高速過渡吸収分光を適用することにより初めて見えた，カロテノイドの中間励起状態の発見（講演者らが平成１４年１２月２０日号の米科学誌サイエンスに発表した内容）に関する話題や，チャープ制御したフェムト秒パルスを用いた光合成反応のコヒーレント制御に関する最新の話題を提供したいと思います．
講演（２）

講師：京都工芸繊維大学繊維学部高分子学科教授・堀田　収
タイトル：「新奇なチオフェン系有機半導体材料の開発と応用」

概要：　近年、新たな有機半導体材料が数多く開発され、特異な光電子物性が注目を集めている。ここでは、チオフェン系有機半導体材料にスポットを当て、材料開発および光電子デバイス分野等への応用について概観する。

